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研究成果の概要（和文）：イノベーティブ教育(Innovative Practice、教科横断的な学びや批判的思考、創造的
問題解決を進める教育、我が国の探究型授業、以下、IP )の実践準備を可能にする教員養成の方法を検討した。
研究方法として、IPの研究者的実践者（現職熟達教師）と、教師教育を行う実践者的研究者との〈協働実践研
究〉アプローチを採り、IPの学習プログラムを連携・協働して開発・実践した。プログラム参加の教職志望学生
(以下、学生)の学習について、熟達教師への威光模倣という関係論的学習が学生の省察と教職準備性に及ぼす影
響を検証した。威光を感じる実践との出会いが学生の省察を促し、模倣への態度を生むことが示された。

研究成果の概要（英文）：We investigated methods of teacher education that enable preparation for 
Innovative Practice (IP), a pedagogy that promotes cross-curricular learning, critical thinking, and
 creative problem solving, which is an international educational challenge to be extended to primary
 and secondary education. First, as a research method, we adopted a "collaborative practice 
research" approach among practitioners who are researchers of IP and researchers who are 
practitioners of teacher education, and developed and implemented an IP learning program in 
collaboration and cooperation with pre-service teachers. Second, we propose a relational learning 
theory of prestige imitation for proficient teachers to investigate the effects of learning through 
prestige imitation on students' reflection and readiness for teaching. This study showed that 
exposure to prestige practices promotes students' reflection and creates an inclination towards 
imitation.

研究分野：教科教育学および初等中等教育学関連

キーワード： イノベーティブ教育 　探究型授業　教員養成　威光模倣 　教職準備性　省察　協働実践研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
第１に、「威光模倣」という関係論的学習に焦点を当て、その学習過程を〈協働実践研究〉によって検証し、威
光を感じる実践との出会いが、学生の省察を促し実践化への態度を醸成すことを示した。威光模倣による学習
は、教育政策の変化に適応してゆく適応的熟達者ではなく、主体的に教育実践を生み出す創造的熟達者としての
教師の育成への示唆ともなる。第２に実践の開発と実践は熟達教師に協力を得て、研究者はコーディネートと検
証に取り組む〈協働実践研究〉を試みた。それにより、研究者が熟達教師のプログラムに参加して自覚的に学習
者のポジションをとりつつ、学生と共に次の実践の継起を構想するスパイラルな実践研究となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 

2018 年に OECD が実施した TALIS (Teaching and Learning International Survey; 国際教

員指導環境調査)の第一次報告では、IP の普及が世界的な課題となる中、日本では IP が普及し

ていないことが明らかとなった。その背景として、日本の教師は、養成段階で IP を学んでおら

ず、教職準備性（教職に就くまでに実践準備ができたかどうか）が整っていないことが示された。

IP（探究的な学習）に限らず、教職準備性は世界的な課題でもある。教師の専門職像として「省

察的実践家」が提唱されて以来、理論と実践の架橋を目指して、養成機関（大学）と学校との「連

携・協働」による、長期の実習と省察を中心とする教師教育が進められてきた。だが、近年、教

師教育研究では、現場実習中心の養成教育という政策に対して批判的検討がなされ、今日の教師

教育と、その研究を牽引するコルトハーヘンは、この教師教育改革が政策（カリキュラム）レベ

ルで進行したと考察し、実践主体である教師や学生の学習から教師教育を捉え直すことを提唱

する。一方、教師教育の具体的な実践やその成果については、一連の改革の根本的原理である、

養成機関（大学）と学校の「連携・協働」の内実や、その中での学生や教師の学習は、十分に吟

味されているとはいえない。IP の普及が学校教育と教師教育の課題となり、教師の学習への注

目が高まる中、IP の実践に向けた学習を可能にする具体的かつ教員養成に適用可能な方法を、

大学と学校現場の「連携・協働」によっていかに創出できるかが課題であった。 

 

２． 研究の目的 

本研究は、IP の実践準備を可能にする、具体的かつ教員養成に適用可能な方法として、威光

模倣による学習を検討することを目的とした。威光模倣による学習を Figure 1 に示す。まず、

教師は、実践（A）の中の省察（B）での気づきをもとに、探究（C）し熟達化してゆくと考える。

その熟達現職教師の実践（A）に威光を感じた学生（D）は、教師の実践知を模倣による探究を通

して学んでいく（E）。その学生の探究過程（C）で現職教師は自らの知を伝承してゆく（E）。具

体的には、IP の実践準備に向けた教員養成

プログラムを現職熟達教師と協働で開発・

実践し、プログラムが教職志望学生（以下、

学生）の現職熟達教師への威光模倣による

学習と、学生の教職準備性に及ぼす影響を

検証した。 

 

３．研究の方法 

（１）教職志望学生の学習状況調査 

教職志望学生の学習状況を確認するため、小または中高教職課程履修中の学部生 65 名、教員



免許取得済みの大学院生 7 名を対象に、教職課程の学習内容と教職準備性、批判的思考態度を

質問紙調査から測定した。 

（２）実践研究 

（１）をふまえて、3年間の研究期間を 3つ(① 体験プログラムの開発と実施、②授業構想・

実践プログラムの開発と実施、③学習材構想と学校視察)に分けて、以下のプログラムを熟達教

師と協働で開発し実践した。１年目と２年目は COVID 19 の影響により、オンラインと対面のハ

イブリッドでの実施に計画を変更して遂行した。 

①体験プログラムの開発と実施（1年目）：熟達教師のIP授業を教職志望学生が学習者としてオ

ンラインで体験するプログラム全3回を開発・実施した。体験前後の学習効果は、教職準備性

と批判的思考態度の質問紙調査から検討した。 

②授業構想・実践プログラムの開発と実施（2年目）：1年目のプログラムで熟達教師から学ぶこ

とを希望した学生（威光模倣学習者とする)を対象に、オンラインで熟達教師から IP の授業づく

りを学び、学生が授業を構想し、最後に熟達教師の現任校（高校）で IP 観察と構想した授業の

実践、省察を行った。その後、インタビューを通してプログラムの効果検証を行った。 

③学習材構想と学校視察（3 年目）：②をふまえて、IP のコアとなる「学習材」の構想に焦点を

絞り、前半は、伊那小学校の総合学習と北九州子どもの村小・中学校のプロジェクトを実践事例

として、その背景にある「学習材の構想」について、現職教師から学び、その後、チームに分か

れて「材」構想を行い、発表会で現職教師から指導を受けるプログラムを行なった。後半は、IP

の実践校（南アルプス子どもの村小・中学校、軽井沢風越学園）の実地視察を行った。全プログ

ラム終了後、威光模倣に関するインタビューと質問紙調査（批判的思考と教職準備性について）

を行い、プログラムの効果を検証した。 

 

４．研究成果 

（１）教職志望学生の学習状況（2021 年度） 

教職志望学生の学習状況調査を TALIS2018 の結果と比較したところ、学部生は、TALIS2018 の

調査対象となった現職教師に比べて養成段階で IP を学習していたが、IP の教職準備性は課題で

あることが確認された。 

（２）実践研究 

①体験プログラムの開発と実施（2021 年度） 

熟達教師の IP 授業の体験するプログラムをオンラインで３回実施した。プログラム参加の効

果を検証した。その結果、プログラム全 3回参加の学生は、同学年の 1回参加の学生に比べ、威

光模倣による学習態度が見られたが、教職準備性と批判的思考態度の「熟慮」の自己評価が低下

した。オンライン実施でも威光模倣が生まれる可能性が示唆されたが、熟達教師の実践に威光を



感じた学生は、加算モデルとは異なる成長モデルを示した。 

②授業構想・実践プログラムの開発と実施（2022 年度） 

①で威光模倣を示した学部生のうち継続希望者 8 名に、教職志望の学部生 1 名、大学院生 5

名を加えた計 14 名が、①と同じ熟達教師から、「SEL（Social Emotional Learning）を基盤とし

た IP の授業づくり」を学ぶプログラムを実施した。14 名は 4チームに分かれ、前半にチームビ

ルディングをとおして心理的に安全な環境を作り、後半に探究型授業を構想し（ここまでオンラ

イン）、最後に高校生を対象に対面で授業を実践した。授業を受けた高校生は、４チームの授業

すべてを「学習者が自由に探究する授業」だと評価した（5段階評定で 4.17 から 4.83）。プログ

ラム終了後のインタビューの結果、学生は、オンライン上で心理的に安全な関係を構築して、探

究型授業を構想する協働活動に取り組んだ。探究型授業の構想と実践への参加をとおして、探究

型授業の実践への態度を高めたが、実践準備性に課題が残った。実践に向けた学習課題として、

多様な事例をみること（事例）と自らテーマ探究すること（テーマ探究）が挙げられた。 

③ 学習材構想と学校視察（2023 年度） 

②の学習課題をふまえてテーマ探究として「材」の構想、多様な事例として伊那小学校、子ど

もの村学園、風越学園を取り上げた。①②から継続参加で小学校教諭志望の学生 3名を含む学部

生 6名、現職院生２名、大学院生５名が参加した。全プログラム終了後の半構造化インタビュー

では、威光の感情として awe（畏敬と畏怖）に注目した。awe は既存の認識枠組みの更新を促す

こと、畏敬は共感を生み、内集団への向社会的行動をもたらすことが指摘されてきた。インタビ

ューの結果、熟達者の探究授業に触れることが畏敬の念を喚起し、学生のスキーマ変容と模倣へ

の態度（実践への共感）を生むこと、実践化については経験者（非常勤含）には影響をもたらす

が、学部生には限定的であることが示唆された。3年間継続参加の学部生 3名（全員小学校教員

への採用決定）には批判的思考態度と教職準備性の調査も行なったが、2021 年度の調査から変

化は見られなかった。だが、前述のとおりインタビューからは質的な変容が示された。 

 

現職教師との「連携・協働」による教員養成の実践研究を行なった。実践研究には、理論と実

践が相互に作用し発展することが期待される。本実践研究では、実践面では威光を感じる実践に

出会うことで省察が促されること、 教職

準備には IP 授業の体験や、授業づくりと

実践、「材」の構想、学校視察に加えて、教

育観が重要になることが示された。それを

ふまえて、理論面では、威光模倣による省

察的実践の学習モデル(Figure 1)に実践の

前提を問う「批判的省察」と、授業の目的



やカリキュラム、教材のもつ学問的拡がりを吟味する「熟考」を加えた実践的知恵の学習モデル

(Figure 2)を提案した。教育観の学習に関する理論と実践の研究、さらには個人の相違をふまえ

て実践を共創する知恵をいかに育むかが次の課題となった。 
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